
コロナ禍で観光の未来考える
　
　
　
　
　
　「
観
光
経
営
人
材
育
成
講
座
」開
講
　

跡
見
女
子
大

王子稲荷神社の凧市（東京都北区）

初午に手に入れたいのは凧
（）

青木　康弘

〈〉

新型コロナ対策の功罪　③

斎
藤
茂
太
賞
に
佐
藤
さ

ん

「
ホ
ー
ム
レ
ス
女
子
大
生
　

川
を
下
る
」
旅行作家
協 会

国土計画
協 会

高
速
道
の
利
用
促
進
と
地
域
活
性
化

事
業
推
進
プ
ラ
ン
募
集

塩月　亮子氏
跡見学園女子大学

副学長

　

受
講
料
無
料
、９
月
６
日
か
ら

　

近未来に向けた新しい事業創造・ダイバーシティ・ハラール

従
来
を
超
え
る
創
造

第
１
講
座

多
様
性
ふ
ま
え
た
企
業
経
営

第
２
講
座

ム
ス
リ
ム
の
可
能
性

第
３
講
座

社
会
変
化
を
新
た
な
価
値
創
造
に

多
様
性
を
認
め
合
う〝
お
も
い
や
り
〟

　　　　　新たな講師加わり、特色豊かな講座に　３部制

稲
荷
神
社
の
使
い
、
白
狐
が
描
か

れ
る
火
伏
凧

　
上
野
か
ら
電
車
で
３
駅
、

北
へ
進
む
と
、
王
子
と
い
う

駅
に
着
く
。
プ
リ
ン
ス
を
意

味
す
る
王
子
様
か
と
思
え
ば

そ
う
で
は
な
く
、
地
名
の
由

来
は
王
子
権
現
に
由
来
す
る

そ
う
だ
。
こ
の
王
子
権
現
は

王
子
神
社
と
名
を
変
え
、
今

で
も
王
子
駅
近
く
に
佇
ん
で

い
る
。
そ
ん
な
立
派
な
神
社

の
あ
る
王
子
だ
が
、
古
く
か

ら
風
光
明
媚
な
場
所
と
し
て

知
ら
れ
て
き
た
街
で
も
あ

る
。
桜
の
名
所
、
飛
鳥
山
は

徳
川
吉
宗
が
行
楽
地
と
し
て

整
備
し
、１
８
７
３（
明
治

６
）年
に
は
日
本
で

初
め
て
の
公
園
と
し

て
指
定
さ
れ
た
場
所

だ
。ま
た
、王
子
七
滝

と
い
う
言
葉
が
残
る

よ
う
に
水
の
豊
か
な

地
と
し
て
も
知
ら

れ
、歌
川
広
重
の
名

所
江
戸
百
景
に
も
描

か
れ
る
江
戸
っ
子
憩

い
の
場
で
も
あ
る
。

　
王
子
に
は
毎
年
２

月
の
午う

ま

の
日
に
行
わ

れ
る
お
祭
り
が
あ
る
。
凧た

こ

市

だ
。
凧
市
が
行
わ
れ
る
の
は

王
子
稲
荷
神
社
。
駅
か
ら
延

び
る
商
店
街
を
北
に
進
む

と
、
崖
の
上
に
現
れ
る
真
っ

赤
な
社
殿
が
目
印
と
な
っ
て

い
る
。
こ
ち
ら
の
創
建
は
平

安
時
代
で
鎮
守
府
将
軍
だ
っ

た
源
頼
義
（
源
頼
朝
の
６
代

前
の
先
祖
）
に
よ
っ
て
「
関

東
稲
荷
総
司
」
と
い
う
称
号

が
付
け
ら
れ
る
な
ど
歴
史
あ

る
神
社
だ
。
現
在
の
社
殿
は

徳
川
家
斉
が
寄
進
し
た
も
の

で
、
そ
の
豪
華
さ
は
目
を
見

張
る
。

　
凧
市
は
、
稲
荷
神
社
特
有

の
初
午
祭
に
合
わ
せ
て
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
王

子
稲
荷
神
社
の
特
徴
は
、
な

ん
と
い
っ
て
も
凧
だ
。
奴
さ

ん
や
キ
ツ
ネ
が
描
か
れ
た
凧

が
境
内
の
露
店
に
並
ん
で
お

り
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
、
表
情

豊
か
に
描
か
れ
て
い
て
ユ
ニ

ー
ク
で
あ
る
。

　
な
ぜ
凧
な
の
か
と
い
う

と
、火
事
除
け
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
の
が
ポ
イ
ン

ト
だ
。凧
市
が
行
わ
れ
る
２

月
は
昔
か
ら
火
事
が
発
生
し

や
す
い
時
期
で
あ
り
、火
事

と
け
ん
か
は
江
戸
の
華
と
い

う
言
葉
も
あ
る
が
、大
火
が

多
か
っ
た
こ
の
時
期
に「
風

を
切
る
」凧
を
火
防
の
縁
起

物
と
し
て
江
戸
の
人
た
ち
が

扱
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
と

か
。そ
の
た
め
凧
に
は
、「
火

防
凧
」や「
火
防
御
守
護
」「
火

の
用
心
」な
ん
て
言
葉
が
書

か
れ
て
い
る
。凧
の
力
で
、空

気
の
乾
く
こ
の
時
期
を
乗
り

越
え
た
い
と
い
う
願
い
が
こ

も
っ
て
い
る
の
だ
。

　
凧
を
手
に
入
れ
た
ら
、
王

子
名
物
の
卵
焼
き
も
一
緒
に

手
に
入
れ
た
い
。
駅
の
方
へ

戻
っ
て
求
め
て
み
よ
う
。

　
（
お
祭
り
ト
ラ
ベ
ラ
ー
・


橋
佑
馬
）

　
▽
オ
マ
ツ
リ
ジ
ャ
パ
ン
は

日
本
初
の
祭
り
サ
ポ
ー
ト
専

門
会
社
。omatsurijapan.com

　
前
回
に
引
き
続
き
、新
型
コ

ロ
ナ
対
策
に
よ
る
弊
害
と
対
策

に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。旅
館
・

ホ
テ
ル
で
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

そ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
行

い
、時
短
や
休
業
に
取
り
組
ん

で
き
た
。し
か
し
、夏
休
み
を
控

え
、稼
働
率
が
上
昇
傾
向
に
あ

る
現
在
で
は
、ク
レ
ー
ム
発
生
、

口
コ
ミ
評
価
低
下
に
つ
な
が
る

リ
ス
ク
に
も
な
っ
て
い
る
。今

一
度
体
制
を
立
て
直
し
、取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
沖
縄
や
離
島
中
心
に
レ
ン
タ

カ
ー
不
足
が
再
び
深
刻
化
の
兆

し
を
見
せ
て
い
る
。
も
と
も
と

公
共
交
通
機
関
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
加
え
、
急
激
に

観
光
客
が
増
え
た
こ
と
で
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
交
通

公
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
で
い
っ
た

ん
は
鎮
静
し
た
が
、
つ
い
先
日

の
連
休
も
コ
ン
パ
ク
ト
カ
ー
１

日
の
料
金
が
離
島
で
２
万
円
を

超
え
る
と
い
う
価
格
高
騰
が
発

生
し
た
。
運
転
の
手
間
を
考
え

れ
ば
、
貸
し
切
り
タ
ク
シ
ー
の

方
が
安
い
く
ら
い
の
料
金
で
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け

と
し
た
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
の
相

次
ぐ
退
職
も
実
車
率
改
善
を
阻

み
、
レ
ン
タ
カ
ー
の
価
格
高
騰

を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
っ
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
他
の

地
域
で
も
同
様
に
発
生
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
流

行
に
よ
り
、
他
の
お
客
さ
ま
と

同
乗
す
る
交
通
機
関
を
敬
遠
す

る
動
き
が
あ
る
か
ら
だ
。
都
市

部
に
近
い
自
家
用
車
で
行
け
る

一
部
地
域
を
除
い
て
、
レ
ン
タ

カ
ー
や
タ
ク
シ
ー
の
需
要
は
今

後
高
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
交
通
の
便
の
悪
い
旅
館
・
ホ

テ
ル
は
早
期
に
対
策
を
講
じ
て

お
い
た
方
が
良
い
。
具
体
的
に

は
、
タ
ク
シ
ー
や
レ
ン
タ
カ
ー

事
業
者
と
の
提
携
、プ
ラ
ン
化
、

観
光
タ
ク
シ
ー
の
あ
っ
せ
ん
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
、
敷
地

内
駐
車
場
に
お
け
る
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
の
導
入
な
ど
で
あ

る
。
特
に
電
車
や
路
線
バ
ス
が

減
便
、
地
域
の
タ
ク
シ
ー
運
転

手
数
が
減
少
す
る
地
域
に
あ
る

施
設
は
早
め
に
対
策
を
講
じ
た

い
。
い
く
ら
万
全
の
運
営
体
制

を
と
っ
て
も
、
お
客
さ
ま
が
自

施
設
や
周
囲
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

に
行
く
手
段
が
限
ら
れ
て
い
れ

ば
、
稼
働
率
を
上
げ
る
こ
と
は

困
難
だ
か
ら
だ
。

　
（
ア
ル
フ
ァ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
代
表
取
締
役
）

（９） 第３１３８号第３種郵便物認可２０２２年（令和４年）８月８日（月曜日）

佐
藤
さ
ん
（
左
）
と
日
本
旅

行
作
家
協
会
の
下
重
会
長

　
日
本
旅
行
作
家
協
会
（
下

重
暁
子
会
長
）は
７
月

日
、

東
京
都
内
で
第
７
回
「
斎
藤

茂
太
賞
」
の
授
賞
式
を
開
い

た
。
「
ホ
ー
ム
レ
ス
女
子
大

生
　
川
を
下
る
　
ｉ
ｎ
ミ
シ

シ
ッ
ピ
川
」
（
報
知
新
聞
社

刊
）
を
執
筆
し
た
佐
藤
ジ
ョ

ア
ナ
玲
子
さ
ん
が
受
賞
し
、

賞
状
と
記
念
ト
ロ
フ
ィ
ー
、

賞
金

万
円
が
贈
ら
れ
た
。

　
賞
は
同
協
会
初
代
会
長
の

故
・
斎
藤
茂
太
氏
の
功
績
を

た
た
え
る
と
と
も
に
志
を
引

き
継
ご
う
と
２
０
１
６
年
に

創
設
。紀
行
文
、エ
ッ
セ
イ
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
ジ
ャ

ン
ル
か
ら
旅
に
関
わ
る
優
れ

た
著
作
を
毎
年
表
彰
し
て
い

る
。
今
回
は
昨
年
発
表
さ
れ

た
１
４
２
作
品
の
中
か
ら
協

会
会
員
ら
の
審
査
で
同
作
品

が
選
ば
れ
た
。

　
著
者
の
佐
藤
さ
ん
は
１
９

９
６
年
東
京
生
ま
れ
の
日
比

ハ
ー
フ
。
東
京
の
高
校
を
卒

業
後
、
米
国
の
大
学
に
留
学

し
、
そ
の
際
の
実
体
験
を
本

に
ま
と
め
た
。

　
今
年
も
欧
州
ド
ナ
ウ
川
で

川
下
り
に
挑
戦
し
、
こ
の
日

に
合
わ
せ
て
帰
国
し
た
と
い

う
佐
藤
さ
ん
。
「
各
大
陸
１

本
ず
つ
川
を
下
っ
て
、
１
本

ず
つ
本
を
書
い
て
い
き
た

い
」
と
、
受
賞
に
当
た
り
抱

負
を
語
っ
た
。

　
国
土
計
画
協
会
は
、
高
速

道
路
の
利
用
を
通
じ
た
観
光

お
よ
び
地
域
交
流
の
推
進
を

図
る
観
点
か
ら
、
高
速
道
路

の
利
用
促
進
と
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
る
事
業
な
ど
を
支

援
す
る
。
公
益
的
団
体
な
ど

が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る

実
現
可
能
な
プ
ラ
ン
の
募
集

を
１
日
か
ら
開
始
し
た
。

　
募
集
対
象
事
業
は
①
高
速

道
路
と
地
域
が
相
互
に
連
携

を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高

速
道
路
の
利
用
促
進
と
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
な
ど
の

事
業
②
高
速
道
路
の
Ｓ
Ａ
、

Ｐ
Ａ
、
Ｉ
Ｃ
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
な
ど
を
活
用
し
て
、
高
速

道
路
の
利
用
者
お
よ
び
地
域

住
民
等
の
利
便
向
上
に
つ
な

が
る
な
ど
の
事
業
③
Ｓ
Ａ
、

Ｐ
Ａ
が
設
置
さ
れ
な
い
新
直

轄
道
路
等
の
近
隣
に
お
け
る

「
道
の
駅
」
や
観
光
施
設
、

地
域
資
源
を
活
用
し
て
、
観

光
客
お
よ
び
利
用
者
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
な
ど
の
事

業
④
そ
の
他
本
事
業
の
趣
旨

に
か
な
う
事
業
。

　
支
援
事
業
数
は
３
件
程

度
。
支
援
金
は
、
支
援
決
定

後
令
和
７
年
度
末
ま
で
の
計

画
実
現
を
条
件
と
し
て
、
１

件
当
た
り
上
限
１
千
万
円
。

　
応
募
期
間
は

月

日
ま

で
。
問
い
合
わ
せ
先
は
、
国

土
計
画
協
会
高
速
道
路
課
☎

０
３
（
３
５
１
１
）
２
１
８

５
。

　
跡
見
学
園
女
子
大
学
（
東
京
都
文
京
区
、
小
仲
信
孝
学
長
）
は
９
月
６
日
か
ら
、

観
光
関
連
事
業
者
の
経
営
力
向
上
を
図
り
、
観
光
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
「
観
光
経

営
人
材
育
成
講
座
」
を
開
講
す
る
。
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光
の
未
来
を
考
え
る
＝
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
で
の
課
題
と
人
材
育
成
～
価
値
創
造
、
空
間
と

交
通
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
異
文
化
理
解
、
ハ
ラ
ー
ル
対
応
～
」
が
テ
ー
マ
で
、
受
講
料

は
無
料
。
講
座
開
講
の
意
義
や
受
講
内
容
に
つ
い
て
塩
月
亮
子
副
学
長
に
聞
い
た

（
場
所
は
跡
見
女
子
大
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
）
。

第
１
講
座
第
２
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
跡
見
女
子
大
観
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学

部
観
光
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
小
長
谷
悠
起
教
授

　
第
１
講
座
で
は
、
「
従
来
Ｐ
Ｌ

Ｕ
Ｓ
の
事
業
創
造
の
た
め
に
」
と

題
し
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
観
光
需

要
回
復
期
に
向
け
、
〝
た
だ
コ
ロ

ナ
前
に
戻
す
だ
け
で
は
い
け
な

い
〟と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
も
と
、

未
来
の
経
営
戦
略
、
あ
り
か
た
を

議
論
す
る
。

　
第
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
「
価
値

創
造
モ
デ
ル
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
と
Ｚ
世
代
」
。
宿
泊

業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
け
、
２

０
０
０
年
代
に
提
唱
さ
れ
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
の
考
え
方
や
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
へ
の
活
用
、
今
後

の
消
費
の
主
役
と
見
込
ま
れ
る
若

者
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
消
費
動
向
な
ど

を
解
説
。

　
第
２
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ま
ち
空

間
の
改
良
や
人
々
の
移
動
場
面
の

変
化
へ
の
着
眼
、
こ
れ
か
ら
の
働

き
か
け
を
う
な
が
す
。
大
阪
で
先

行
し
て
い
る
官
民
連
携
の
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
、
町
内
で
取

り
組
め
る
よ
う
な
楽
し
げ
な
空
間

創
出
活
動
。
移
動
の
場
面
で
は
、

よ
り
ス
マ
ー
ト
に
変
わ
り
ゆ
く
バ

ス
交
通
、
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ

リ
テ
ィ
な
ど
を
紹
介
す
る
。

　
第
２
講
座
で
は
、
「
社
会
課
題

と
観
光
産
業
」
と
題
し
、
自
社
の

利
益
追
求
に
と
ど
ま
ら
ず
、
す
す

ん
で
社
会
的
貢
献
・
調
和
を
担
っ

て
い
く
持
続
可
能
で
未
来
志
向
な

企
業
の
あ
り
か
た
を
さ
ぐ
る
。
社

会
課
題
の
解
決
を
め
ざ
す
事
業
経

営
、
雇
用
や
接
客
現
場
で
の
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
へ
の
理
解
、
サ
ー
ビ

ス
現
場
で
活
躍
す
る
外
国
籍
従
業

員
拡
大
に
む
け
た
人
的
資
源
管

理
、
今
後
の
可
能
性
が
問
わ
れ
る

バ
ー
チ
ャ
ル
観
光
な
ど
メ
タ
バ
ー

ス
の
世
界
も
紹
介
。
ま
す
ま
す
進

む
社
会
の
変
化
と
人
々
の
多
様
性

へ
の
気
づ
き
を
獲
得
、
サ
ス
テ
ィ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
理
解
を
深
め
た

い
。

　
第
３
講
座
は
、
昨
年
度
好
評
だ

っ
た
ハ
ラ
ー
ル
対
応
を
紹
介
。

「
観
光
に
お
け
る
ハ
ラ
ー
ル
対

応
」
を
題
に
、
約

億
人
市
場
と

い
わ
れ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
急

拡
大
が
予
想
さ
れ
る
ム
ス
リ
ム
観

光
の
あ
り
か
た
を
専
門
家
が
教
授

す
る
。
第
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

ム
ス
リ
ム
の
宗
教
観
や
行
動
様

式
、
第
２
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
ハ
ラ

ー
ル
対
応
と
輸
出
・
物
流
の
現
状

を
学
ぶ
な
ど
、
基
礎
的
知
識
か
ら

対
処
方
法
の
応
用
な
ど
、
今
後
の

大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
生
か
せ
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
跡
見
女
子
大

文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で

　
―
―
東
京
都
・
観
光
経
営
人

材
育
成
講
座
は
２
年
目
と
な

る
。

　
「
東
京
都
の
『
大
学
等
と
連

携
し
た
観
光
経
営
人
材
育
成
事

業
』を
跡
見
女
子
大
が
受
託
し
、

昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
再
開
時
を
見
据
え
な
が

ら
、
次
な
る
観
光
ス
テ
ー
ジ
で

の
課
題
に
対
応
で
き
る
人
材
育

成
を
目
指
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
教
材
開
発
も
視
野
に
い
れ

て
い
る
」

　
―
―
昨
年
度
の
総
括
を
。

　「
１
０
０
人
以
上
が
登
録
し
、

多
く
が
出
席
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
か
ら
面
白
い
と
感
じ

た
の
は
、
開
講
当
初
に
は
コ
ロ

ナ
禍
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
的
な
関
心
を

持
っ
て
い
た
受
講
生
が
、
講
座

を
学
ぶ
う
ち
、
異
文
化
や
ハ
ラ

ー
ル
対
応
へ
の
興
味
を
強
め
関

心
を
寄
せ
て
い
っ
た
こ
と
。
受

講
生
は
よ
り
柔
軟
な
考
え
方
を

も
ち
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
観

光
を
考
え
ら
れ
る
人
材
へ
と
変

わ
っ
た
。
女
子
大
が
早
く
か
ら

取
り
組
み
蓄
積
し
て
き
た
ジ
ェ

ン
ダ
ー
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の

教
育
・
研
究
活
動
の
成
果
を
学

び
、
受
講
後
に
生
か
し
た
い
と

い
う
思
い
を
持
っ
た
人
が
生
ま

れ
た
」

　
―
―
今
年
度
の
内
容
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　「
昨
年
は
動
機
づ
け
と
し
て
、

考
え
方
を
伝
え
る
こ
と
が
中
心

に
な
っ
た
。
今
回
は
次
世
代
観

光
の
ス
テ
ー
ジ
を
持
続
可
能
な

も
の
へ
と
育
み
、
実
践
す
る
人

づ
く
り
を
狙
い
に
し
て
い
る
。

今
年
は
じ
め
て
受
講
す
る
人
も

意
識
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
異

文
化
理
解
、
ハ
ラ
ー
ル
の
基
本

的
な
考
え
方
を
お
さ
え
な
が

ら
、
今
後
さ
ら
に
大
き
な
変
化

が
予
測
さ
れ
る
未
来
の
社
会
を

ど
う
考
え
る
か
を
学
ぶ
。
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
を
み
て
ほ
し
い
。
価

値
を
つ
く
っ
て
い
る
の
は
誰
か

と
い
う
こ
と
を
問
い
な
お
し
た

価
値
創
造
モ
デ
ル
に
基
づ
く
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
考
え
方
や
、

空
間
・
交
通
場
面
の
進
化
、
メ

タ
バ
ー
ス
と
い
っ
た
新
し
い
動

き
を
把
握
す
る
回
も
加
わ
っ

た
。
一
層
の
啓
蒙
を
は
か
り
、

実
践
の
仕
方
も
伝
え
る
。
な
に

よ
り
そ
こ
か
ら
学
ぶ
人
が
自
分

事
と
し
て
、
観
光
を
通
じ
て
社

会
を
よ
り
良
く
す
る
変
革
の
先

導
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

　
―
―
注
目
し
て
ほ
し
い
内
容

は
あ
る
か
。

　
「
未
来
を
見
据
え
た
も
の
と

し
て
、
次
の
消
費
の
主
役
と
な

る
Ｚ
世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ツ
ー
リ
ズ
ム

市
場
の
対
応
で
覚
え
て
お
き
た

い
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
、
社

会
貢
献
な
ど
持
続
可
能
な
企
業

と
し
て
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て

な
ど
、
こ
れ
ら
は
今
後
の
大
事

な
考
え
方
と
し
て
、
知
っ
て
も

ら
い
た
い
。
ま
た
、
女
性
教
員

も
前
回
以
上
に
多
く
携
わ
っ
て

お
り
、
女
性
の
力
に
も
注
目
し

て
も
ら
い
た
い
」

　
―
―
今
年
度
は
ど
の
よ
う
な

人
た
ち
に
受
講
し
て
も
ら
い
た

い
か
。

　
「
東
京
は
、
観
光
に
携
わ
る

人
た
ち
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高

い
。
た
と
え
ば
ホ
テ
ル
は
、
コ

ロ
ナ
の
初
動
時
で
も
、
高
い
機

動
力
、
対
応
力
が
あ
っ
た
。
今

年
も
そ
う
し
た
観
光
の
第
一
線

で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
は
じ

め
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
講
座

で
さ
ら
に
広
い
視
野
を
得
て
、

東
京
の
現
場
で
生
か
し
て
も
ら

い
た
い
。
そ
れ
が
全
国
的
に
波

及
し
て
い
き
、
日
本
の
新
し
い

観
光
に
つ
な
が
る
と
思
う
」

　
―
―
跡
見
女
子
大
な
ら
で
は

の
特
色
は
。

　
「
跡
見
女
子
大
で
は
伝
統
を

大
事
に
し
つ
つ
も
、
時
代
の
変

化
に
敏
感
に
応
じ
て
き
た
。
ジ

ェ
ン
ダ
ー
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

に
は
絶
え
ず
目
を
配
っ
て
き

た
。そ
れ
ら
は〝
お
も
い
や
り
〟

の
実
践
力
に
つ
な
が
る
視
点

で
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
必
要

と
す
る
観
光
の
現
場
で
も
必
須

と
な
る
。

　
―
―
最
後
に
、
読
者
に
一
言

い
た
だ
き
た
い
。

　
「
社
会
の
変
化
は
激
し
い
。

で
も
、
そ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
だ
と

と
ら
え
て
、
大
学
な
ら
で
は
の

広
い
視
野
で
、
実
践
と
理
論
の

双
方
を
学
べ
る
こ
の
講
座
を
聞

い
て
も
ら
い
、
新
た
な
価
値
創

造
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」


